
■自然な英文が豊富なG5の用例

用例は「辞書の定義のきわめて重要な部分（a
 

critical part of dictionary definition）」であると

Landau（2001：207）は言う。辞書は用例によっ

て語の使い方を示す。語義が骨格ならば，用例は

肉付きにたとえられよう。用例がすぐれているこ

と。これは見逃してはならないG5の特長である。

それは日本語話者（JS）と英語話者（ES）の両

執筆者が力を合わせて一つ一つ用例を作っている

からである。G5の用例を見ていこう。⑴-⑷は

JSがどのような用例が必要かを説明し，それに

基づいてESが作成したものである。いずれも自

然なよい英文である。

⑴ It’s a tragedy that so many children are
 

unable to get a decent education.きわめて

多くの子供たちがきちんとした教育を受けら

れないのは悲しむべきことだ．

⑵ It’s a tragedy to see so much food going
 

to waste. たくさんの食べ物が廃棄されるの

を見るのは悲しいことだ．

⑶ He stuck his foot out and tripped me.彼

は足を突き出して私をつまずかせた．

⑷ You would［might］be wise to talk with
 

your boss about the problem.＝ It would be
 

wise to talk...その問題については上司に相

談するのが賢明だろう．

⑴⑵は tragedy語義 「悲しむべきこと，嘆

かわしいこと」の用例である。この語義では「it

...that 節」と「it ...to do」の文型で使うこと

をコーパスなどで確認したのちに作った。

⑶は trip他動詞「 人>をつまずかせる，

よろめかせる」の用例である。状況がよく分かる

文ではなかろうか。

⑷はwiseの成句「would［might］be wise to
 

do …するのが賢明だろう」の用例である。訳

語だけでは文の主語が何か分からない。「人」の

場合と「仮主語の it」の場合があることを示すた

めに提示した。

次はwitの成句「have ［keep］ one’s wits
 

about one 冷静でいる」の用例である。G5で⑸

aは⑸ bに変わった。

⑸ a.She kept her wits about her when her
 

bag was stolen,and called for a police-

man nearby.彼女はバッグを盗まれても

落ち着いて，近くにいる警官を呼んだ．

b.When her bag was stolen,she kept her
 

wits about her and called a police
 

officer nearby.

⑸ aにあるcalled forの forを削除し，PC

（politically correct政治的に正しい）を考慮して

policemanを police officerに変えたのは JSで

ある。ESはさらに語順を変えて⑸bの方が自然

であると主張した。

■文法書と連携してより深く辞書を利用する

G5には［限定］［叙述］という用法注記があ

る。形容詞の限定用法と叙述用法を表している。

この用語を知らない生徒がいると思われる。文法
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語法だけじゃない，
G5の用例と用法注記にも注目

再確認！ 「ジーニアス」ファミリー，それぞれの特長



書などでその意味を知れば辞書をより有効に利用

できる。以下，例をあげて述べる。

⑹ This is a wonderful movie.

⑺ The movie is wonderful.

⑻ I found the movie wonderful.

⑼ He has a glass full of water.

⑹ではwonderfulはmovieを限定している。

⑺では主語の，⑻では目的語のmovieをwon-

derfulであると叙述している。これらの用語は，

語の文中での機能に由来している。

『ベーシックジーニアス』（BG），『プラクティ

カルジーニアス』（PG）では［限定］としないで

［名詞の前で］と，文中の位置による表記にして

いる。これは「限定」という用語を知らなくても

分かるので，初級・中級の学習者には分かりやす

いという利点がある。しかし限定用法の形容詞は

常に名詞の前に置かれるとは限らない。⑼の full

のように後ろにおいて名詞を限定することもあ

る。［限定］の方が［名詞の前で］よりも範囲が

広く，正確な言い方である。

［叙述］をBG，PGでは［補語として］とし

ている。［叙述］と［補語として］は用語が異な

るだけで同じ内容をさしている。［叙述］を文中

の位置で表すことは困難である。⑺のようなbe

動詞だけでなく，become，seemなどの語の後

ろに来ることもあるので［連結動詞の後ろで］と

すると，⑻のような目的語の後ろにくる場合を含

まない。英英辞典では LDOCE 6とOALD 9 が

［not before noun］としている。［名詞の前では

用いない］とでもなるのだろう。これは「名詞の

前以外ならどこにおいてもよい」と利用者が誤解

するかもしれず，分かりにくいのではないか。

このようなわけでG5では［限定］［叙述］とい

う注記が使われ，次のように記述されている。

asleep ▢形［叙述］ 眠って（いる）…

［語法］⑴ ［限定用法］a)同じ意味を限定用

法の形容詞で表現するには sleepingを用い

る：「a sleeping［ an asleep］baby眠ってい

る赤ん坊．

present ▢形 ［限定］現在の，今の‖

at the present time［moment］現時点で．

［叙述］〔…に〕出席している，…〔at〕

asleepでは sleepingとの関係が語法として説

明されている。presentでは の語義では限定

用法， の語義では叙述用法しかないことが明

記されている。したがってat the present time

は「出席している時に」の意味にはならない。

文法書などからえた知識を援用してG5の豊か

な内容をくみ取っていただきたい。

■おわりに

Sekiyama（2016）によると電子辞書の日本で

の出荷台数は2007年がピークで，2014年はその約

半分である142万台に減少している。スマートフ

ォンやネット上の辞書の使用が年々増えていると

のことである。

辞書メディアが多様化し，紙の辞書に触れる機

会はますます減りそうである。しかし学習者は初

めに書籍辞書を使って辞書の構造を知っておくこ

とが必要であろう。そうすればどのようなメディ

アで辞書を使うことになっても求める情報に行き

つきやすい。またメディアの形がどう変わっても

辞書は内容が命であることに変わりはない。
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